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慢性閉塞性肺疾患（Chronic obstructive pulmonary disease,以下 COPD)は、末 
梢気道病変と気腫す生病変が様々な割合で複合的に作用し、気流閉塞をきたす疾患であ 
る。従来、気道病変や気腫性病変は吸気C T画像を用いた画像パラメターで評価され 
てきたが、近年、吸 気 •呼 気 C T を用いた新規画像解析の有用性が期待されている。 
その一*つに、disease probability measure (DPM)があり、gas-trapping 領域、 
emphysematous領域の全肺における割合を評価し得る。
一方、気流閉塞の評価としてはスパイロメトリーを用いた呼吸機能検査が主軸とな 




これまで、Rrsや X r sとDPMパラメターとの関係については明らかにされていない。 




滋賀医科大学医学部附属病院呼吸器内科の外来を受診したCOPD患 者 （164名） と、 
non-COPD群 （22名）を対象とし、F0T、呼吸機能検査（スパイロメトリー）、吸気・ 
呼気 C Tを実施した。
non-COPD群の R5 (Rrs at 5 H z )と、X5 (Xrs at 5Hz)値の各第 3 四分位数をカッ 
トオフとして、COPD患者を 4 つのフエノタイプ、R5、X5共にカットオフ以内のNL群 
(normal group)、R5 だけが高値を示すRD 群 （resistance-dominant group)、逆に X5 
が低値を示すXD群 (reactance-dominant group)、R5高値かつX5低値を示すMIX群 
(mixed group)に分類した。






LAV% (low attenuation volume)、 Aaw at PilO (the square root of the wall 





Âaw at PilOは、RD群、XD群、MIX群では、NL群と比べて有意に高値を示した。 
XD群ではRD群と比べてより気流閉塞の程度が強く、呼吸困難の自覚も強かった。DPM 







LAV%、 Âaw at PilO、呼吸機能の結果から、F0Tフヱノタイプに従来の気道病変優 
位型、気腫性病変優位型というCTフエノタイプを当てはめるとすると、RD群はCTフ 
エノタイプの気道病変優位型に相当し、逆にXD群は、CTフヱノタイプの気腫性病変 
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本研究は、慢性閉塞性肺疾患(Chronic obstructive pulmonary disease, COPD)の病態 
について、滋賀医科大学医学部附属病院呼吸器内科を受診したCOPD群 164例）と非 
COPD群 22例）を対象として、強制オシレーシヨン法(Forced oscilation technique, 
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